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今後の具体的な取り組み

1．同志社大学・女
子大学との連携事
業の推進

・大学が持つ知的資源の
まちづくりへの活用を目的
とする。特に体育会クラブ
や理系学部が集約してい
る京田辺キャンパスの特
徴を生かした事業を行う。
①まちづくり調査研究
②スポーツコミュニケー
ション
③サイエンスアカデミー

・平成30年度まちづくり調
査研究事業の進行管理
（中学生に対する食育に
関する共同事業）する。
・大学各クラブによる市内
中学生への各種スポーツ
教室等を開催する。
・小中学生を対象とした理
科実験、工作教室を開催
する。 34

・同志社女子大学生活科学部
小切間教授及び本市学校環
境整備課で食育推進冊子の共
同制作を行うにあたり両者の調
整を図り、冊子を完成させた。
また、完成にあたっては成果発
表会を実施した。
・市内中学校の部活動を対象
に１２月９日に同志社大学硬式
野球部との野球教室を開催
（参加者３６名）、３月３日に同
志社大学サッカー部とのサッ
カー教室を開催した。（参加者
６２名）
・また、１０月２０日には硬式野
球部及びサッカー部のそれぞ
れの公式戦に係る観戦ツアー
を開催した。（参加者：野球２５
名、サッカー２９名）
・同志社大学理工学部と共催
で7月28日に同志社大学サイ

A

2．第２次京田辺市
男女共同参画計画
（改訂版）に基づく新
規啓発講座の充実

・計画の改訂に伴い平成
28年度から開始した啓発
講座を充実させ、男女共
同参画に対する市民意識
のさらなる向上を目指す。
→男女いきいき・さんかく
セミナー講座参加者90人
（30人×3回）
→ポケット講座講座参加
者60人（10人×6回）

・市民を対象とした男女共
同参画推進講座を開催す
る。
・女性交流支援ルーム講
座（ポケット講座）を開催す
る。

31

・男女いきいき・さんかくセミナー
（3回シリーズ）を開催し、男女共
同参画やワーク・ライフ・バランス
について市民への啓発を行っ
た。（参加者数：66人）
・女性交流支援ルームにおいて
ポケットサロンを6回開催(1回中
止）し、友だちづくり、起業、ライ
フプラン、性的マイノリティなど幅
広いテーマで男女共同参画の視
点に立った啓発事業を行った。
（参加者数：第2回3人、第3回7
人、第4回12人、第5回5人、第6
回10人）

A

･市政運営の基本となる
自主財源である市税等
の確保を図る。

･持続可能な保険制度の
維持確立。

･市政への市民参画及び
市民活動を促進するとと
もに、男女共同参画社会
の形成を目指す。

･すべての人が人間とし
て尊重され、生きていく
権利が保障されなけれ
ばならない社会を築きあ
げるため、様々な人権施
策を展開する。

今年度の目標設定                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             

㉚
施
政
方
針

平成３０年度

組織目標達成度測定シート

※【目標の達成度の区分：A達成できた、B目標達成に向け事務を進めている、C下半期に実施、D達成困難】



Ａ 組織の方針(使命) Ｂ 重点目標項目 C 設定理由・考え方 D 活動（手段） Ｅ 目標の達成評価 Ｆ 目標の達成度 G 今後の取り組み

組織の基本方針又は
使命

今年度取り組む
事項

どのようなニーズに基
づくのか
どのような成果を目指
すのか

重点目標項目を実現す
るため行う活動や手段

目標の達成状況や成果の
評価（できるだけ定量的に
記入）

※目標の達成度の区
分（「B重点目標項
目」単位での評価）

目標が未達成であれば、
今後の具体的な取り組み

今年度の目標設定                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             

㉚
施
政
方
針

平成３０年度

組織目標達成度測定シート

3．市民税未申告者
への申告勧奨（臨戸
訪問）

・申告書の郵送及び臨戸
訪問の実施により、未申告
者への申告を促し、公正
な課税を行う。

・未申告者を抽出する。（7
月）
・申告書を発送する。（8
月）
・臨戸訪問を実施する。
（10月）

9月に、未申告者１３２人に対
して、申告書を郵送し、申告
を勧奨した。
その後、１０月～１１月に未申
告者８２名を対象に臨戸訪問
を実施し、申告勧奨を行っ
た。

A

4.国保特別会計の
歳出抑制の取組み

・医療費の抑制と被保険
者の自己負担の軽減を図
る。

・ジェネリック医薬品差額
通知及び効果検証を行
う。

・ジェネリック医薬品差額通
知発送者・・・延べ１，９００名
・ジェネリック医薬品普及率
（数量）・・・７０％（国の目標
値：８０％） B

・被保険者への差額通知を
継続する。
・ホームページ等で、利用促
進を促す。

5.マイナンバーカー
ド交付の円滑化

・全市民の１５％の方に対
してマイナンバーカードの
交付を目指す。

・広報紙、ＨＰで周知し、ま
た日曜日（月に１回）にも
交付窓口を開設することに
より、推進を図る。

7993/69662　11.47％

B
コンビニ交付を開始するにあ
たり、マイナンバーカードの
必要性を広報していく。

※【目標の達成度の区分：A達成できた、B目標達成に向け事務を進めている、C下半期に実施、D達成困難】
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6.市民への人権意
識の普及

・人権意識の普及のため、
市民への展開は不可欠

・ヒューマン映画上映会
・人権問題研修会
・わくわくワークショップ
・ハートフルフェスタ
・犯罪被害者支援講演会
・その他各種啓発事業

10

ヒューマン映画上映会
　　来場者数：63名
　

人権問題研修会(2日間)
　・参加者394名
　

わくわくＷＳ・ＦＷ
　・参加者31名
　

ハートフルフェスタ
　・来場者350名
　

犯罪被害者支援啓発事業
　・ホンデリング事業
　　　回収数　4,654冊
　　　寄付額　70,278円
　
　・講演会
　　　来場者60名

A

※【目標の達成度の区分：A達成できた、B目標達成に向け事務を進めている、C下半期に実施、D達成困難】


